
レオンチエフ怯系の計測について
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I.はしがき

筆者は,すでに本誌において,ダグラスの生産

函数を導入することにより,レオンチエフ髄系の

計測を可能にするような1Aっの試論を沓表した1)O

すなわち, Xを生産物の亀甲をそ中を生産する

綻必要な生産要素の量とするとき, Xと&,とが,

原理としては, xij-auXi抱いういわゆるIimita-

fionalな関係であらわされることがレオンチェフ

・の考えた生産函数の特色であ革。これに封して,

Xt-f(xn,物-"*"j&inj　の1つの形としてsub-

・stitiitionalたダグラス型の生産函数を採用し,こ

れに経輝飴剰極大の僚件を導入することを試みた。

その結果は計測に堪えうるような結論をえたoい

ま,本稿通商の便宜のために,その要鮎を再録す

ることとしよう。

まず,需要・供給の数量関係式として

(1)

(Yl-#11.)-#21Xn-1,1-Xn¥-0

-*12+(F2-X;Xit〕-・--ォサー!,2-Xn2-0

懲

-xln-X紬　　一帯n-ljn 'K* n-xnn)-G

をうる。ここにY,lは第i部門の練生産量をあら

わし　xijは第.7'部門の生産物のうちから第i部

門へ配分せられた量をあらわすOまた第n部門は

家計部門とすることはレオンチ干フの場合と襲り
がない。

さらに収支の関係式はつぎのように輿えられる。

(2)

PiCri-31ユ〕-PICCin一一一Pn-1%1,n_1-

-Pn&ln-'n'l

-Pl物+PォCr*-aサ0-・・.-pォー
k-1#2川_1
-Pno;雪l-T!

°ヽt°°°▼°°..............一1.°°t°°t

1)山田勇「レオンチエフ煙系と生産函数」`経済研
栄,帝3巻3班,1952年7月　pp. 191-196〕

-r¥xn¥-P空Xnl-　-Pn-1%n,サー1

+Pni Yn一%nn) '- ^n

Piは第i部門の生産物の慣格であり, 7Tォは第i

部門の経醇飴剰すなわち配分線量(-Yt一物)

から費用級窮を差引いたものである。そこで,い

普, Piをパラメーターとして, w<の極大保件を

求めると, C2)式から

(3〕

慧--1,普-旦- ∂Yl

iv　　　∂zl…_1

_Pn-1　∂Yi _PB
Pi　　∂x¥ n Pi

賢-昔豊　㌫=
∂Y2

=jk　二旦覧=jk
P2 ラ ∂xin

∂Yn　_ Pi　　∂Yn _ P2_　　　　　　　='　_-　　　　　　　　　　　　rI　　=　　　　~　　1-.

∂&nl　　　　　∂'xnl Pn '

週ユニ一覧二し皿=1
∂&ri}n-1　Pn ' ∂%nn

つぎはダグラス型の生産函数をこの健系のたか

へ導入することである。そしてこの場合の生産函

数としては,つぎの型のものを探揮した。
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Ah btJはともに,これらの生産函数のパラメータ

ーであるが,このうちbljは(4)式から,つぎの

ように輿えられる。

6n-老若, bn-貰豊} '-t
bm-晋

(5) ・21-号豊, &22-昔一芸芝,.-,
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02n-
32n　∂Y望

Yg　∂xzn

経　　　済

・ォ1-貰忍) oM2-貰一監-) - 7

onn'貿豊
(5)式と(3)式とを組合わせることによって,

亡,ぎの結果をうる。

(6)

xu-bnYl,訂.2-61S昔yt,

zIrc - bin昔yl

・蝣21 -021昔yi, Xii-bilYt,

xin - b-昔Y2

z il-Onl音-Y-n, xnl-bn空音yn,
&nn　^nn-*-n

以上は前稀の結果の要約であるが,これからさ

普,前稀の所論を多少轡更して,つぎのように均

衡値を確定するものとする。

I王.需給方程式の-般化と夫に伴う髄系の修正

まず, CD式の需給方程式をさらに-一般化する

ことを試みようOいま,第′b'部門の生産物の前期

からの繰越量をSi′とし,後期への繰越量をSi′′

とすれば,つぎの方程式が成立することは明かで

あろう。

-xu-xn KFt+Si′-3Hi)--・-&ni　&i′′

あるいはSi′′-Si′…Siとすれば

-x¥i一物-- +(r4-Xu)-　　蝣Xni-bi

とたる。したがって, CD式の代りに

(1乱)

(Yl-xn)-xn-　-a;n-　-Xni-Sl

-xu+CYi-サ22.) ‥・- n-1,2　XnA-"2

-xm-xin-一一5ォーl;TC+(.iォ　xn 〕-Sn

これに伴って, (2)式の収支関係式も変更をうけ,

つぎの形に修正せられる。 _

rPi<Ti-&-a*i)-Pixn- = -Pncoln- '7rl′

節

(2a)

究 lToI. 5　No.I

-pl物,+PtQYi-S2-ォ0- ・・.-Pnxin
J

=7r皇

rpICCnl-PIXni , -*ォv」n 」>n　%脚),

-fnl

ここに7Ti′は,新らしい膿系における匪暦飴剰で

あって, (2)式の7Tiに封鷹することはいうまで

もたい。いま　>-こでSiを常数を考えて, ^i′

の極大の保件を求めると,その結果は(3)式と蚤

撫同一である。

ところで, (4)式の生産函数,したがってこれ

から導き出された(5)式,および,(3)式と(5)ノ

式とを狙合わせた(6)式は,このようなSlの落

人によって影響を受けないことは容易にわかるで

あらうOそこで,均衡値の求め方Iit, (6)式と

(la)式とを連立方程式として解くことにある2)か

すなわち, (6)式を(la)式に代入して

(7)

(l-fci: 〕YiPi-bnYIPz bnlYnPn

- 8iPi

-buYtPi +Cl-bv)YiPi-=・

+ 6BJ rォPB-51Ps

-hnYiPi-b紬F2P2- -・

+(1-bnn〕V Pも-SnPn

この方程式において　　　b%i,蝣蝣蝣,bni; bn,bn,蝣・

bnz ; **蝣; bin>　'"j Vyinは生産函数に関する常数

であり, PiおよびSiはパラメーターと考えたか

ら,この式の未知数はYiだけであり,上のn偶

の方程式からF4(t-l,2, -;rOは-量的に決定せ

られる。 Yiが決定せられれば,これから, (6)

式に3:って　xaも決定する。以上によってYiと

xIJの均衡値がえられる。

工王王.統計資料のあてはめ-

レオシテエフの方法

以上の修正佳系に現貫の統計資料をあてはめる,

に先立って,レオンチェフが行っているあてはめJ

の方法を省み,これについて検討することとしよ

う。

2)前稿では,(6〕式と(4)式とを連立せしめるよ

うに述べたが,これを本稿のように修正するO
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このような分析に常って,まず最初に行わねば

ならない仕事は,現賓の統計資料の蒐集である。

これには多くの困難を伴うことは誰でもが認める

ところであろう。レオンチエフ召豊系が原理として

は極めて畢純であるにもかかわらずこれが現在重

要視せられる所以は,これに統計資料をあてはめ

るという射止あり,そして,この意味からいって,

原理に合致するように統計資料を蒐集,編成した

鮎に,レオンチェフの偉大な業績をまず認めなけ

ればならないであろう。しかし,かれの方法には,

計測の問題として,なお幾多の疑問の飴地を残す

のであって,この紫を検討するととが,われわれ

の修正燈系の計測の問題に封して,参考となるも

のといわねばならない。

レオンチェフは蜜際にアメリカの産碑を分析す

るにあたって,全産業を,最初, 44部門(1919,

1929年の分析の歩合)ないし42部門(1939年の

分析の場合)に分割し,さ与に計算にあたっては

とれを10部門(1919, 1929年の場合)ないして11

部門(1939年の場合)に統括している。ここに10

部門というのは1919年お3:び1929年の分析た

おふてit, CO貴業および食品工業, (2)疎業,

(3)傘屠工業, (4)飲料および動力エ巣(5)紡

蹟および皮革工業, (6)袷途業, (7)外国貿易,

(8)その他の工業, (9)その他の産業,(10)家計

がこれであり　1939年の分析における11部門と

いうのは, CD農業, (2)錬業, (3)金属工業,

(4)燃料および動力工業, (5)紡鼠　皮革および

ゴム工業, (6)鉄道業, (7)外囲貿易, (8)その

他の工業, (9)政府, do)その他の産業および

(ll)家計がこれである。

ところで,レオンチエフが行った賓際の計算の

方法を詮明するには,これらの10部門ないし11

部門のレオンチェフ表によるより・も,出来うるか

ぎり,さらに部門の統括を行うことがわかり易い

と思われるので,.以下の所論で軋　アメl)カの全

国民経緯を,企業,家計,その他の3大部門に統

括することとする。その基礎になるアメリカの産

額に関する統計資料恥　レオンチェフ自身の作成

したものであることはいうまでもたい3->　　っの

部門に統括するにあ在って1919年および1929

年については,農業および食品工業,錬業,金属

工巣、燃料および動力工業,紡績および皮革工業,

輪迭業,その他の工業を一括して企業部門とし,

家計およびその他の産業はレオンチエフの場合と

同様に取扱った。壷た1939年については,農業,

鋳業,金属工業,燃料および動力工業,紡放,皮

革およびゴム工業,鉄道業を「括して企業部門と

し,企業および個人のサービス(business andl

personal service)および家計(household)を

一括して家計部門とし,その他の部門,すなわち,～

外囲貿易,政府,飲食施設,ストックおよび配分

不能の部分を一括してその他の部門とした。 4)

以上のように統括し元結鼎を示せば第1裏の如

くである。 5)

第1表　インプット・アウトプット抽額表

(単位100高ドル)
1919年

3)この統計薬科は1919年> 1929年については
W. W. Leontief, The Structure of American Ecmか

my, 1sted.1941,所掬のものであり1939年につ
いてはDitto, 2nd ed. 1951, p. 140ならびに巻末肝

衰所掬のものであるo`なお, 1947年の同様のレオンチ

エフ蓑がアメ.)カ勢働統計局CU. S. Bureau of La-I

borStatistics　で作成されているが,これは使用しな

いこととする。さらに,現雇入手しうるものとしてイ

タ.)一級済のレオンチフ表がある(U. S. A. Mutual

Security Agency, The Struc如　and Growth of the:

Italian Economy, Rome 1953_)が,これの分析も割愛
することとした。

4〕　この統括には,理論的に見て,多くの論議すべ

き鮎が療されようが,本稿の主な目的が,計測の方法・

にあるので,この統括白煙の問題は, L他日に盛ること

とする。

.5)統括を行うことによって,レオンチエフ表の鄭

旬線上のコマに入るべき数倍の大きさが異ってくるo

したがって>　uオンチエフが計算したように,この野

角線上の数倍を,それぞれこれに封臆する縦横の合計

から差引いて, net output, net inputを求める方式

では,この統括にあたっての純額の吟味を行う必要が

あるが,本稿のように,軸の値を,それぞれの縦塔

の合計から差引かない場合には,この澤の問題は起を



1929年

- 12- 経　　　済

さて,これからレオンチエフの行った計算の方

法を示してみよう。この場合1919年1929年の

レオンチエフ表の計算と, 1939年の場合の計算と

では計算の方法を異にしている。それit,レオン

チェフ理系そのものが異るためである。そこで,

1919, 1929年め場合cD鰻系と, 1939年の場合のそ

れとを要約し,これに基づいて,レオンチェフの

計測の方法を示してみよう。

1- 1919, 1929年の経済分析に用いられた

レオンチェフ控系6) ,

ニ需給均等方程式は

(A)

-Xl十#21十一+xnl-O

ォ12--XsH hxn2 -0

Kin-物,+・　-Xn-Q

ここに, X,-Ft-Ziiであるoつぎに収支方程式

・itつぎの如くであるo

(B)

一昔+piXli+- +Pn%ln-O

plz21一昔　・+pサzin-O

plzKl+P2諾,2+-一昔-o
Biは貯蓄係数もしくは投資係数であって,これ

て来ない鮎を注意しておく0

6) W. W. Leontief, The Structure, 2nd ed.,

pp. 33-51.

研　　　究 Vol.う　N0- 1

が1に等しいときはフ収支は均衡するが, 1より

大きいときは収支の差額は貯蓄をあらわし, 1よ

り小さいときは投資をあらわすo βは他のパラメ

ーターである。最後に生産関係式は

e

J

　

　

　

　

　

飽

ノ
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I

I

軽

く

　

　

L

r

の
-

ォ12-竃落, -・,諾1n-宝島
蝣蝣蝣・x紬=

ani -K,a

瓦甜- -蔑?
上式中のAiは第i番目の部門特有の技術的パラ

メーターである。ところで(C)式を(A)式に

代入すれば

(D)

-xl・濃+-十幾-o
忠-xs+-+鰭-o

芸露+竃落+・-XB-0
この式はXiに関する方程式であり言しかも連立

同爽一次方程式であるから, Xiが0以外の解を

有するための必要僚件は

(E)

-A^β　　a21 -　anl

al2 -AiB,β　　　an2
°°° 1°一　▼　°一　一　e° .4. . .. °　e°　▼　一▼

al,る　　恥甘一一iira-D)iβ

-D(β)-o

である。 Xlをかりにnumeraireにとれば,他

のXの値は

Ai At Bl

によって輿えられる。ここにDllあるいはDli

はDの第1列第1行あるいは第1列第i行の飴

因子をあらわす。

そこで,これからさき,以上のレオンチェフ漣

係の計測の方法をフ　レオンチェフ白身のこころみ

た方式によ-り,まえの企業,家計　その他という

3部門に統括した第1表に基づいて紹介し,さら

にこれを批判することとしよう。

レオンチェフ自身の堆系に適合するように,寡

1表を座り換えることから初める。これが第2衷

頚
、
り
1
t
I
硝
淵
d
心
慮
潤
一
欄
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である。

第2表　インプット・アウトプット純額表

(単位100溺ドル〕

1919年

ー企′可 .家 計 巨 の他
計

企 業

泉 計

そ の ′他

39≠794

29,170

37,305

24 ,188

26,827

32,003

64,132

71,797

53,358

計 68,964 61,493 58,830 189,287

この表では,第1表における左上から右下-か

けての封角線上吟ある数字が,この数字のある縦

横のそれぞれの会計額から差引いてある。たとえ

ば1919年の表についていえば,第1横行(企業)

と第1縦欄(企業)との交叉鮎にある数字, 44,381

.が第1横行の合計,すなわち企業のアウTプッ1、

の線願100,821から差引かれて,その値56,440が,

第2表1919年の表の第1横行の合計欄に記入寄

れ七いるO　また,第1表の第1縦欄の合計,すな

わち企業のインブッTの組顧106,788から,いま

の交叉鮎の数字44,381が差引かれて,その結果

62,407が,第2表の該雷の箇所に記入されているO

他の数字についても,第1表と弟2表との間に同

様な関係カ'ゞあるOこのようにして,第1裏はイン

プッ　トアウTプッ1、の絶額表であるのに封して,

第2表はその純額表ともいうことが出来よう。

こんど帆　プラメーターの推定の間題である。

これについて軌　まずAi-l, β-1とおくO L

たがって(E)式は

-Bl an am

an　　-Bt a-nt

ain Cten　　　　- Bn

- 13-

-0

となるO貯蓄・投資係数Eiの推定はつぎのよう

にして行われる0　第2表において,たとえば,

1929年の企業についてのB (この場合はBl)近

計算すれば

Bi-
68,964

-0,9299

豪計部門では

B2-莞㌃-1,1676
以下同様にしてBiを計算するoつぎ鶴生産係

数aiJの推定の問題であるが,ここに疑問の鮎が

ある。レオンチェフはこれを求めるのに,つどの

方法を採用しているOたとえば1929年の表にお

いて蝣ォ12,すなわち第1縦欄(企業)第2横行(衣

計)の生産係数は
59,794

ォ12-両㌃× 0.9299-0.5770
と計算せられる。これを記班で書けば

al曽-頴1
-ラ投に

(8)　au一普Bi
とあらわされる。 、この方式によってパラメーター-

の表を作成すればつぎの第2衷となる。

第3表　パラメ-真一の表

1919年
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これらの表にある値を, 1919年と1929年につい

てのCE')式の左連にあてはめれば,その結兵は

ともに0となり, (E′)の僚件は満足せられるo

これは嘗然のことであって,以上のようなレオン

チェフの計算に基づくかぎり,つねに成立する結

論であるO　これを数畢的に澄明するととは容易で

ある。いま,第2表のインプット・アウTプッ下

の紙額表を記班をもって仲原すれば,つぎの如く

である。

第　年　表

この裏で2'pj詔1,・はj-1を除く他Lのすべての
)1(

PR;の合計をあらわす。したがって2PjXiJ-Pzxw
)1(

+Psxv,である　IPmiおよび　SPjXsj　も同様
〕　　　　　)sC

にi-2, j-i　を除き他のすべてのPa;を合計す

ることをあらわす。ところで,このような記牧を

収用すればフ(8)式はつぎのように襲形せられる。

(8′ (HI一藷Bi-老岩
PiXi

zPjXij
X

_　PpHJ

~ sp3xa
〕i(

そうすれば(E′〕式はつぎの形に書き換えられる。

ただし　ZPJ.諾1j-α　2PjX2j-V, ZPjXzJ-h　と

する。

PiXi Pixn PIXsi

IPjXV l'pjxv IPj.詔3j

P空n:1望　　Pi X.　　p.班3 2

1'P,・詔1]　ヱ'pjXiJ　2PjXSj

3 Z1 3　　　Pal !:　　PzXs

ヱPjxv　　2''pjXIJ SPjXV

- xl Xix O31

xii′　-Xe　　諾32

xis X2S　-xs

-PI Po-Ps

αryS

ーXl+豹l+aai X2i　　胡1

x¥i--Xs+aas　-X2　　胡2

*13+諾3--X3　　　空　-X.

上蓋_誹o
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また,レオンチェフの計算でォ:, (8′)式によって

auはPjXij/lPjXiJに等しいから
)i(

蝣SPjxi3-PIXil+Ptxi望H H-Pi-tfi. i-i
)ォ

+Pi+¥Xi,サ+i-l i-Pnzin

との商連を左適で割れば

l=aa+ati-¥　¥-ai:i-i+cii,{+i+-+dln

となる。すなわち,任意の縦蘭について生産係数

を合計すれば,その結果はつねに1となる。この

ことは第3表を見れば明らかであろう。

ところで, C8)式によってあらわされる<HJの

計測方式は,まえのレオンチエフ理系と矛盾しな

いであろうか(C)式においてAt-l, β-1と

おけば,一般的に

諾jB,

の形であらわされ,これは明らかに〔8)式とは異

るoしたがって,レオンチエフの生産係数の計測

方式勘その理論的モデルと矛盾するとV、う結論

にならざるをえない。

以上は, 1919年, 1929年の経緯表についてレ

オンチェフの行った生産係数の推定方法に関する

矛盾であるが,その他債格Piの推定はさらに理

解し難いものである鮎を附記しておく。

2. 1939年の経済分析に用いられた

レオンチェフ腔系7)

1939年におけるレオンチェフ境系桧,まえの接

合と異り,したがっ'て,その計測方法も異る。ま

ず,鰻系を略達しよう。

(A)式に封臆してつぎの式を需給方程式とする。
ノ

　

　

　

ー

　

　

　

ノ

C

I

-

i

ヽ
ー
ノ

P(

+Xl-*sl-I--Xml-%nl

-312十X2-　　x一肌2 -*ra2

-#lm-#2mbXm-
m'-%n一灼

ここに3,n互は第i部門の生産物が弟n部門すな

7) W. W. Leontief, The Structure, 2nd eel.
pp. 143-148.
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・わち家計部門で直接使用せられる数量をあらわすO　同様にして

つぎに, CO式に封臆する生産関係式は
0>Si-

(G)

禦2-fiSu-Xi,蝣・・, Xin-Olii-Xi

%n -an-A-z,　　　"j %1n -O!2m-218

#ml" 8>ml^m #m2-Ctm曾Xm, -

・(G)式を(F)式に代入すれば

(H)

-31i-az¥Xォー　　a仇lXmも　&nl

-αlS-aLl+-3-2　・　C8m2^m-^

cslm-4-l a紬X2- ・- -t--Am-%nn

羊の式におけるXiが未知数であって,他はすべ

て常数とする。とくに,レオンチェフはxmは,

「特殊な計算をする目的から」これらを常数と考

えるのであが)。この式を解けば,その根Lはつぎ

の形であらわすことが出来る。

CJ)

(

Xl-Auxni+Aita;nt-¥　'rAinvX解仇

Xi-Anxni+Anxni-¥　hA?.mxnm

^-m1- -A..mIXn¥+Am2Xn2+ - " '-A-mmxnm

・ところで,貴際にaijを推定するにあたって,

レオンチェフの採用した方法はJ　まえの第2表に

ついて述べれば,つぎの如くである。まず,, 1939

年の表を, (F)式に封臆するように,書き換えて

第　5　表

各横行について見れば,企業とその他の両部門の

合計が家計部門の数字と一致する。との場合,左

上から右下-かけての封角線上にある数字は,そ

れぞれの部門のアウ下プッTの純癖であるoそこ

で,第1縦欄(企業)と第2横行(その他)との

交叉鮎にある生産係数a12は,つぎのようにして

。求められる。

ォ12 -莞豊-0.3643
W. W. Leontief, The Structure, 2nd ed.,

p. 145.

38,017
- 0.6200

-15-

そしてとの場合もまた, (G)式の生産函数とは矛

盾するo何となれば, -股に

Pjxa

aa=面
と計算されているからであるO　家計に79いての

anlは1919, 1929年の場合と具って,雇用人月

を純アク下プッl・で除するととによって求められ

ているから,この場合は,他のaiJの推定とは全

く即陣が取扱いがたされているといわねばならな

い。さらに　%nt　を常数として取扱うことについ

ては∴たとえ,便宜的な手段であるとしても,許

し難い倣定であるであろう。

・以上によって,レオンチェフが構成したかれの

健系と,かれの箕際の計測との間には超え難い矛

盾が含まれていることを指摘した。

王Ⅴ.修正健系の計測

レオンチェフ自身の計測については,以上に考

察したような矛盾齢が考えられる。それでR,寡

II節でとり上げた修正健系についての計測はどう

なるか。まえにも述べたように,レオンチェフ衷

において示される統計数値はすべて数量と債格と

が掛け合わされた金頻によって表示されているo

いま,部門を3つに分けた場合のレオンチェフ表

を,このような数量と債格とであらわせぼっぎの

ようになる。

第　6　表

l l. tJ
i 企 業 ( 1 〕家 計 ( 2 〕 そ の 他 .

( 3 〕 計

企 業 ( 1 )

家 計 〔2 〕

そ の 他 ( 3 〕

P & ユユ

P Bz ユ9

P sxユ3

P lX ,r

P iX v.

JP i& za

-P iZ ai

P B恥2

P 3恥占

P .C r .- s O

P sC ^ - ^ 0

-P aC -* a 0 3〕

計 . 2 P tx u Z P 純 £ E P 約 l

したがって,このような表を原資料として,数量

と慣格とを分離しようとするととに無理があるo

もちろん,このような金歯のうち,債格もしくは

数量の一方がわかれば,他方は容易に求められる.

たとえば,企業については,その生産物の平均債
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格,家計についてもその生産物すなわち労働・サ

ービスの平均債格を求めることが出来るとすれば,

企業と家計の生産物の量は,原理上計算出来ようo

Lかしこの場合の企業なり家計なりの平均慣格は,

平均的な漁合物債指数のような_比率では意味がな

い。何となれば,レオンチェフ表の金密は現貫の

生産額の賞猫をもってあらわされているからであ

る。同様にして,かりに企業と家計との生産量が

求められたとすれば,原理としては,これらに封

麿する債格がえられるはずであるが,このような

生産量は,組合的な生産指数の形では,レオンチ

エフ裏の目的に拾うことが出来ないO以上の事賓

は部門の統括を一層高度に行えば行うほど一層著

しくあらわれてくることは見易いところであろうO

そこで,レオンチェフ表の統計的分析では,敬

量と慣格とを掛け合わせた金額そのものによって

分析する方法を考える必要が起きてくるといえ3:

うo　このような観窯古から,われわれの修正健系を

吟味し,し中るのち,賞際の統計資料に基づいて,

その計測を行うこととしよう。

ところで第II節に考察した修正費豊系中計測に必

要な結論的部分を摘録すればつぎの2鮎となる。

まず, (4)式のダグラス函数のパラメーター

bijの値は,、(6)式から計算する。この(6)式を

書き直せば,つぎのようになる。

i
*
d
　
-
o
　
　
　
　
転

/

・

　

　

　

-

　

　

　

　

h

ノ

r

J

l

ヽ
、
ノ

8(

iW
Pi Fi

Pi*幻

Pt Yt

投

・12-薯賢蝣>hn-

b22-謡, ・-Mn-

Pnxln

Pi Y,

PvMn
P2 F,

bnl-散.h -競
上式のそれぞれの方程式の右遠について考えてみ

るO　そこには, 1つの著しい特徴が見出される。

すなわち,分母,分子とも,それらの数値は金額

で表示せられ,しかも,それらは現貫にレオン与

ェフ表に掲載されている数値にはかならない。こ

こに1つ注意しなければならないことがらはくつぎ

の鮎である(6)式ないし(8〕式は,生産函数で

なくて(2)式のTiを極大にするための均衡僚

件式であり,これと(la)式とを組合わして(7)

祈　　　究 Vol. 5　No. 1

式がえられ,この式から　Yiの均衡値が決定せら

れる。そして　Yiの均衡均衡値から(6)式ない

し(8)式によってziJの均衡値も求められる。

言葉を換えていえば, (8)式蝶, YiとxiJとの

均衡値を求めるための連立方程式の一部であり,

Yi　と-aijとが均衡値であるかどうかには関係た,

く,この式の関係が成立しなければならないこと

はいうまでもないことである。したがって,現賢

のレオンチエフ表に掲載されているPiYtおよび

Pjxaの数値からも　biJが求められたければなら

ない。本来biJは, (4)式であらわされた生産函

数から,たとえば最小自乗法によって輿えられた

統計資料に基づいて推定されるものであ草が,普

た同時に(8〕式によって現賓のレオンチェフ表か

らも求妙られるo

つぎに, (7)式について考察する。この式にお

いてパラメーターはbijおよびPiとS豆であるO

ところで, hiはいま述べた方法によって推定が

出来るが, Piはレネンチエフ表の知識だけからは

求められないo　とこ.ろが, (7)式をYiについて

の方程式を見る代りにYiPiの方程式とし,未知

数をY,P,とすることによって,その均衡値を求

めることにすれば,しレオンチェフ表から解くこと

が出来る。

Siについて軋1919年および1929年のアメ

リカ経済につ示ては,レオンチェフ表に関するか

ぎり,明確ではなく,むしろ0と保安すべきであ

ろう。これに封して, 1939年のレオンチェフ表に

はス下ックの部門があるが,これをわれわれのSi

に等しいものと恨定することが出来るかどうかを

検討する必要があるoわれわれの場合のSiは,

まえに述べた如く,前期繰越量Si′から後期繰越

量S了′　を差引いたものである。ところが,この

うちSi'鶴首該期間ではこれをパラメーターと

して取扱うことが安雷であっても, 8t"はむしろ,

レオンチェフ膿系のなかで決定せられる変数と見

るのが正常であろう。また, 1939年のレオンチェ

フ表もそのように作成せられている。そこで,こ

のSi′′は(la)式の方程式の左達のいずれかの,

Eと考えることに去って,(la)式をつぎのように

変形することが,賓際の場合により一厘適切とた
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るであろう。

c

(9)<-x

-xv;
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(Yl-sou)-サ21　　Xnl - -8l′

-xi>+(Yz-xn)- I.・「%nt一一S2′

-xin---+CYn一元n)-　on′

しかし,このような前期繰越量S了は,まえの第

1表ないし第2表のレオンチェフ表では不明であ

り,むしろこれを0とおくことが一度考えられる。

ところで,(6)式を(9)式に代入することによ

って, (7)式に封廃する式として

(10)

(1-&ii)FiPi-bnYtPi--・-OnlYnl n

- -81'P1

-6i2FiPi+(l-&22)5r2P2-日　On2jl n^n

- -S曾′P2 _

-6iサFiPi-b空nYzPt- - -(l-bm)YnP九

-　on-*n

をうるOいま　&'-0　とおけば, do)式は連立

何次一次方程式とたるから

(ll)

1-fell　　-621　　-bnl

-bu　1-hi　　　-bn2

bin u%n l　ョnn

-』-0

たることが　YtPiが0以外の解を持つために必

要である。果してとの僚件が充たされるか。との

ことを調べるために, (8)式の値を(ll)式に代

入してみる。その結果はつぎの如くであるo

一畿蝣1-

PIXnl I
p y

PiXnt
P y

jT /yi X-

Pn Y,2

1

Yv Yn

Yi-xu- - -Xnl　　-xn　　　%nl

-サ18十Fs一　一Xnl Y2-xn　　　-Xni

-xm- -+Yn-∬nn　-物日・Yn-ann

-0

-17-・

したがって修正耀系では(ll)式はつねに満足せ

られる。そこで　YIP1-1とすれば　YiPiは

(12) YtPi-

から求められるo　ここにJuあるいは　Ali按A

の第1列第1行あるいは算1列第i行の飴因子で

ある。

最後に,第1表の1939年のレオンチエフ表に,

以上のわれわれの健系をあてはめて計測してみよ

う。まず, (8)式によってbijを求めると,つぎ

の第7表の如くである。

第　7　表

醍
企 業(1) m (2) その他.(3〕

企業
(1)

6ォ=

豊 = 0.4793

6ォ=

竃器 = 0.5181
サ3I=

芸昌欝 0.5831

家計
(2)

iM=

ォ = 0.3361
137.420

023=
霊欝 0.3410

bog

豊 = 0.3674

その
他.
(3)

6iサ=

て琵 = 0.1897

023=
u s -:-

033=
2'40 = 0.059540,424

上表に基づいて, (12)式により, F4P4の均衡値

を求めた結果はつぎの如くである。

Fi-Pi-l, F2-P2-0.6740, F3-P3-0.2941

また, (6)式あるいは(8〕式によって,鞠衡値

p,.壷iJOを求めて, 1表にしたものが第二8表であるO

充だし.この裏の値は　ri-Pi-i　としたときの値

であることを注意する必要がある0

第　8　表

塞


